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はじめに
東京理科大学数学教育研究会（略称：理数
研）のメンバーおよびその家族，友人により
マレーシア学校視察に出かけたのでその報告
と，今までに行ったアジア等の学校訪問視察
の総括をしたいと思う。
マレーシアの学校視察参加者は，理数研会
長・池田文男先生，元日本数学教育学会会
長・澤田利夫先生，理数研幹事・小久保正巳
先生ら13名である。
マレーシア入国審査まで
2016年（平成28年）３月６日（日），成田空
港第２ターミナル，朝８時30分に我々一行13
名は集合した。予定より少し遅れて10時50分
に飛行機は離陸した。７時間30分のフライト
を経て，マレーシアの首都クアラルンプール
の国際空港に着陸したのは，現地時間の夕方
５時半であった（日本時間は夕方６時半）。６
時頃から入国審査を受けたが，長蛇の列でど
こに並んだらよいのか分からないほど，混雑
していた。ようやく並ぶべき列を見つけ，我
我はその列の最後と思われるところについ
た。列は全く動かずこのまま夜中になってし
まうかと思うほどであった。
その後，ようやく列は少しずつ動いた。我
我の一行の中に，膝を痛めて杖をついての参
加の女性が１名いたのであったが，女性の係
官が２度ほど声をかけてくれた。１度目は断
ったが，あまりに長い時間立っていたので２
度目は，他の女性２人を付き添いに，３人を
よろしくとその女性係官にお願いし，別のル
ートから先に出していただくことができた。
入国審査は，両手人指し指の指紋も取ら
れ，全員が終わったのは８時を過ぎていた。
マレーシアの学校訪問
翌３月７日（月），ホテルでの朝食後，一
行は学校訪問に出かけた。
学校名：Seleolah　Menangah　Kebangsaan 
ZON　R1国立中高学校（生徒数952名，教員75
名，うち男性の教員は11名）
住 所：Wangsa　Maju　53300　Kuala　
Lumpur
日程は以下の通りである。
10：00　学校到着，歓迎の儀式
10：10～11：00　現地の先生方，校長との交
流会　
交流会の内容：
１．校長による歓迎の挨拶（校長は急用が
入り，実際は副校長）
２．先生方の紹介
３．日本側　
・澤田利夫先生によるSpeech（挨拶）
・参加者の紹介
・プレゼントの交換
・現地の数学の先生方による話
11：00～11：30　数学の授業参観
11；30～12：00　授業（教室）での生徒たち
とのふれあい
12：00～13：00　ランチ（給食）
13：00　　終了
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教員の紹介，副校長のご挨拶，ス
ライドを使用した詳しい学校の教育
内容の紹介があった。日本からは澤
田利夫先生のスピーチと池田文男先
生から参加者の紹介があった。
質疑応答では，現地側から，「算
数が大事な科目と言われている。文
部省からも大事にするように言われ
ているが，日本ではどうですか？」
との質問に，澤田利夫先生より，
「日本でも算数，数学は大切な科目
と考えている。しかし，文部科学省
からはどの科目も平等にするように
せよ，と言われている」と話され
た。
その他，活発に質疑応答がなされた。
その後は，授業参観をさせていただいた。
マレーシアの初等，中等教育は，６，３，２年
間で行われ，最初の６＋３＝９年間が義務教
育である。今回は，中学３年間，高校２年間
のうち，最終学年の高校２年生の数学の授業
を見学させていただいた。これは，特別に私
たちのために企画されたもので，４～５名ず
つの６つのグループに分かれたアクティブラ
ーニングの授業であった。
関数のグラフ，２次方程式の解法，行列式
の復習を分かりやすく，しかも楽しく皆で学
べるように工夫されていた。
訪問校は，中学１年が６クラスと特別のク
ラス（日本の特進クラスにあたる）１クラスか
ら成る。マレーシアでは，ほとんどの学校が
２部制で授業が行われる。
午前は，７時30分から13時10分。午後は，
13時10分～18時50分。
日本では，８月は夏季休暇となる。一年中
暑いマレーシアでは，日本のように，朝８時
30分から午後３時30分までの授業は，耐えら
れないのであろう。先生も生徒も午前，午後
の２部制に分かれて勉強をする。
３名とも女子のグループのところで，私
は，生徒たちに質問をしてみた。
私：「数学は好きですか？」
生徒：「好きです」
私：「数学の勉強は楽しいですか？」
生徒：「楽しいです」
私：「数学の授業は週に何時間ありますか？」
生徒：「３時間あります」
私：「数学は難しいですか，簡単ですか？」
生徒：「（ちょっと考えて）簡単です」
楽しそうに答えてくれた。
話をしているうちに，生徒が「一緒に写真
を撮りましょう」と言って３人の生徒さんと
一緒に写真撮影をした。とても感じの良い生
徒たちで友好的な雰囲気であった。
参観の後，マレーシアの伝統的なゲーム
CONGKAK「チョンカ」を２人ずつ組にな
り，することになった。生徒の説明を聞きな
がらボート型の木製の入れ物とビー玉をたく
さん使ってのゲームを楽しんだ。私は池田文
男先生と対戦し，引き分け，２人とも勝ちと
の生徒の言葉で終了した。生徒は一生懸命説
明してくれた。
この学校訪問は，簡単にいつでもできると
いうものではなく，今回もなかなか許可が下
りなかったという。現地の教員に動いていた
だいたり，マレーシアの文部省に出向いたり
授業風景
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と大変であった。出発の直前に許可が下り
た。このような学校訪問は，民間外交に匹敵
するもので，なかなか得られない貴重な機会
である。
宿泊
クアラルンプールでの宿泊先は，INTER-
CONTINENTAL　HOTEL　KUALA　LUM-
PUR で，ロビーの庭には，鯉がたくさん泳
いでおり，旅の疲れを癒してくれた。我々一
行は，16階に全員が宿泊した。
これまでのアジアの学校訪問および
ヨーロッパの教育視察の総括
① インドの学校訪問（８日間，15名）。
2009.12.9～2010.1.6。 私 立 学 校A m i t y　
International　School（アミティ　インターナ
ショナル　スクール）および Amity　Interna-
tional University。歓迎の儀式から始まり，
交流会，授業参観，先生方とのランチ。
② ベトナムの学校訪問とカンボジア（７日
間，17名）。2010.12.24～30。ハノイ市の公立
の高等学校と中学校。VIET　DUK　HIGH　
SCHOOL（ベト　ドク高等学校）。ベトはベト
ナム，ドクは東ドイツの意味である。LY　
THUONG　KIET　JR　HIGH　SCHOOL（リ
ー・トン・キート中学校）リー・ト
ン・キート将軍の名前が付けられて
いる学校である。授業参観，交流会。
③ タイの学校訪問とミャンマ （ー10
日間，15名）。2011.12.24～2012.1.2。
MAHIDOL　WITTAYANUSORN　
SCHOOL（女性の校長先生）。DVDに
よる学校の紹介，授業参観（Statics
のクラス），学校（校舎等）のツア
ー，授業参観（Pre-Calculus Ⅱのクラ
ス）。
④ 台湾の学校訪問とフィリピン
（８日間，15名）。2012.12.24～31。台
北市私立景文高級中学校授業参
観，校内見学等。
⑤ チェコの数学教育事情とドイツ（11日
間，12名）。2013.8.21～31。８月で学校が休
業中のため，学校訪問はできなかったが，中
央ヨーロッパで最も古い大学であるカレル大
学のホルプ先生と数学教育を担当している教
員との懇談会が行われ，意見交換がなされ
た。
⑥ ラオス学校訪問とベトナム古都（７日
間，14名 ）。2013.12.24～30。N E E R A D A　
CHOMPHET　SCHOOL。2005年開校の私立
学校ニラダスクール（ラオスではトップクラ
スの学校）。当初は，小学校３年生までであ
ったが，年を追うごとに拡張し，訪問時は中
学校１学年（11歳）まで学級がある。小学校
のカリキュラムにダンスがある。授業参観の
後の交流会では，小学校４年生でも上手に皆
でダンスを披露してくれたことが印象に残っ
ている。
⑦ インドネシア教育視察（９日間，18名）。
2014.12.24～2015.1.1。ソロ市（スラカルタ
市）の公立高校，公立中学校，私立中学校の
数学の教員との懇談会。12月20日以降，学校
は冬休みのため，インドネシア大使館の協力
を得て，懇談会が実現した（ホテルの会議室
で行い，昼食も同席）。
集合写真　クアラルンプールにて
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⑧ マレーシアの学校訪問とシンガ
ポール（今回）
マレーシアの学校訪問の後，シン
ガポールを訪問した。シンガポール
をマレーシアから独立して建国する
とき，風水の専門家にどのような国
にしたら良いか，相談したとのこと
である。緑を多くして公園のような
国にするとよいということで，今で
は，The　City　In　the　Garden
になっているとのことである。
土地が狭いので毎日埋め立てをし
ている。そのような中でも，大きな
３つのビルの上に船を置いたような
形 の 立 派 な ホ テ ル が 建 っ て い る。The　
Marina　Bay　Sand（ザマリーナベイサンズ）
である。マーライオンも有名であるが，数学
教育の立場からは，PISA（国際学習到達度調
査）の結果が良いとして知られる。
裕福な人が多く，ホームレスはいない。経
済的な事情と，数学の成績も大いに関係する
ようである。私たちが乗ったマイクロバスが
走った高速道路は真っ直ぐであった。有事の
時は，植木をどかし，周りの木を伐採して飛
行機の滑走路にするという。伐採しやすいヤ
シの木を植えてある。狭い国なので，車が増
えると困る。そこで，価格をかなり高く（１
台800万円くらいに）設定してあるという。子
供たちの数学の成績が良い理由が少し理解で
きたように思えた。
⑨ ホルプ先生と行くチェコ，ポーランド
（９日間，12名）。2015.9.9～17。
学校訪問はできなかったが，カレル大学の
ホルプ先生の説明を聞きながら，アウシュビ
ッツの見学，ワルシャワ，キューリー夫人博
物館の見学等を通して，見聞を広めたことを
付記したい。
カリキュラムについて
マレーシアは，マレー人，インド人，中国
人で成り立っている国であることから，言語
学は，マレー語，英語，北京語がある。
また，日本の普通科の高等学校では一般に
は見られない科目として，会計，商業，スポ
ーツ科学知識（Sports　Science　Knowledge）
などがある。数学，物理，化学，生物，歴
史，地理等は共通している。
生徒の教科書について
生徒は，日本の生徒と同じように教科書を
持ち，バインダーなどにまとめて，持ち歩い
ていた。
終わりに
クアラルンプール訪問の後，一行は，マラ
ッカに向かった。セントポール教会の丘には
フランシスコ・ザビエルの像が遠く海の方を
眺めて立っている。日本に初めて宣教に来た
のはザビエルであるが，また初めて数学の本
を日本に伝えた人でもある。理数研では，よ
り良い数学教育を目指して研究活動を続けて
いるが，ときには，諸外国の教育にも目を向
ける機会があると良いと考える。そのような
機会に恵まれたことに心より感謝する次第で
ある。
生徒と一緒に
